
（別記） 

令和６（２０２４）年度瑞浪市農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

本市の農業は、水田農業が中心で、農家一戸当たりの平均所有農地は３０ａ程度と零細

なうえ、水稲自己完結型の農家が多いことが特徴である。 

こうした中、近年、担い手不足や後継者不足などによる耕作放棄地の増加が深刻化して

いる。そのため、本市では、担い手の育成を図り、農地利用集積を推進するとともに、大

豆・エゴマ（あぶらえ）・マコモタケ等の新たな転換作物の導入を支援するなど、農地保全

と耕作放棄地の再生利用を推進してきた。 

一方、消費者からは、安全・安心な地元産農産物の需要が高まっており、担い手が行う

米の品質向上の取組み（売れる米づくり）、市内農産物等直売所や学校給食センターに野

菜等を出荷する農家への支援など、農地利用・地産地消・食育・６次産業化等の取組みを

推進している。 

 

２ 高収益作物の導入や転換作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 

（１）高収益作物の導入 

＜現状＞ 

 農地中間管理事業を活用して、所有者による管理が困難となった農地を中心経営体へ集

積し、飼料用米、加工用米、高収益作物等への転換を進めている。しかしながら、個人経

営の農業者においては、経営面積が小さく、生産された米の多くは自家消費となるため、

大規模な作付の転換をすることが困難となっている。 

 

＜取組方針・目標＞ 

 本市農業者の経営安定、需要に応じた米の生産を両立するためには、水稲以外の高収益

作物への転換が必要である。現状を踏まえ、主として中心経営体へ集積された農地の作付

転換を推進し、転換後においても経営が安定するよう支援体制の強化や、機械化等による

効率化の支援、栽培技術の強化のための研修会を実施する。 

 また、導入する転換作物については、既に６次産業化を進めている営農組織もあること

から、直売所への出荷だけではなく、営農組織への出荷も視野に入れ、転換作物の検討を

行う。 

 

（２）転換作物等の付加価値の向上 

＜現状＞ 

 田本地面積は（畦畔を除く水田面積）は、田面積の約８９％、５５３ｈａ（令和５年度

東海農政局統計部公表耕地面積）で、全域が中山間地域となっている。水稲中心の地域で

あるが、約７１ｈａが飼料用米等の非主食用米、麦、大豆、高収益作物等へ転換されてお

り、全体の１３％程度となっている。 

 

＜取組方針・目標＞ 

 非主食用米、麦、大豆は、販売単価が安価であるため、低コストでの生産が必要にな

る。低コスト生産の実現に向けて、多収性品種の導入や直播栽培の技術導入、排水対策に

よる収量の安定化、水田をフル活用する二毛作の拡大を推進する。 

 

 



３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

＜現状・課題＞ 

 不作付地や荒廃農地となっている農地の大半は、不整形、狭小、進入路が狭く機械が入

れない、水路の破損で水の管理ができない等の理由から集積が困難となっている。 

 中山間地域特有の条件的に不利な農地が多く、担い手・労働力も不足している状況から

ブロックローテーション体系は定着していない。 

＜取組方針＞ 

 担い手が荒廃した農地の再生と営農を行うことは資金的な負担が大きく、経営に影響を

与えかねないため、補助事業等を活用し、再生を行う。 

 また、再生後の利用形態については、営農効率等の視点から畑地への転換等を推進す

る。 

 高収益作物の導入・定着を図るため、水田における高収益作物への転換、水田の畑地

化・汎用化のための基盤整備、栽培技術や機械・施設の導入などの取組を推進する。 

 

４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米 

業務用米の複数年契約等により担い手の経営の安定化を図ることで、主食用米からの転

換を図る。 

 

（２）非主食用米 

ア 飼料用米  農地集積、低コスト栽培を推進する。 

  イ 加工用米  農地集積、低コスト栽培、地元醸造会社との契約等を推進する。 

  ウ 米粉用米  農地集積、低コスト栽培、学校給食や地元農産物直売所などへの供

給を推進する。 

   

（３）麦、大豆、飼料作物 

ア 大豆    農地集積による生産面積の拡大、生産性向上の取組みを推進する。 
イ 飼料作物  畜産業者が所有する大型機械の乗り入れが必要なため、農業者と畜

産業者で適地を選定した上で、栽培することを推進する。 
ウ 大麦    農地集積による年産面積の拡大、二毛作の取組みを推進する。 

 

（４）高収益作物（園芸作物等） 

  地元農産物直売所で販売する地域振興作物（きくいも、スイートコーン、ブロッコリ

ー、トマト、なす、アスパラガス）などの生産拡大を支援する。 
 

（５）特産品化作物 

営農組合等の大規模農業者の経営の多角化を図るため、特産品化作物（エゴマ（あぶ

らえ）、にんにく）の地域ブランド化を推進する。 
また、出荷組合等が行う特産品化作物（マコモタケ）の生産の支援に努める。 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 
 

 ※ 農業再生協議会の構成員一覧（会員名簿）を添付してください。 



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

302.65 299.93 299.93

0.00 0.00 0.00

9.12 9.19 10.00

0.28 0.28 0.60

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

2.73 4.21 4.50

0.45 0.20 2.17 1.19 3.00

4.58 6.31 0.64 7.20

0.94 0.34 0.50

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

52.89 51.20 58.54

37.72 37.32 42.44

きくいも 1.44 1.40 1.52

スイートコーン 0.28 0.27 0.40

ブロッコリー 0.07 0.07 0.10

トマト 0.46 0.43 0.52

なす 0.47 0.47 0.65

アスパラガス 0.00 0.00 0.05

マコモタケ 0.74 0.74 1.10

にんにく 1.97 2.48 3.10

その他の野菜 32.30 31.47 35.00

3.33 3.28 3.30

8.20 8.43 8.50

3.64 2.16 4.30

0.00 0.00 0.00

0.00 1.06 0.00

備蓄米

前年度作付面積等
当年度の

作付予定面積等
令和８年度の
作付目標面積等

主食用米

作物等

地力増進作物

飼料用米

米粉用米

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米

麦

大豆

飼料作物

・子実用とうもろこし

そば

なたね

畑地化

高収益作物

・野菜

・花き・花木

・果樹

・その他の高収益作物

その他



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

野菜の作付面積 （令和5年度）443a （令和8年度）550a

雑穀の作付面積 （令和5年度）0a （令和8年度）15a

大豆の作付面積 （令和5年度）38a （令和8年度）50a

合計 （令和5年度）481a （令和8年度）615a

きくいもの作付面積 （令和5年度）142a （令和8年度）150a

スイートコーンの作付面積 （令和5年度）10a （令和8年度）20a

ブロッコリーの作付面積 （令和5年度）7a （令和8年度）10a

トマトの作付面積 （令和5年度）14a （令和8年度）20a

ナスの作付面積 （令和5年度）0a （令和8年度）15a

アスパラガスの作付面積 （令和5年度）0a （令和8年度）5a

合計 （令和5年度）173a （令和8年度）220a

エゴマの作付面積 （令和5年度）353a （令和8年度）400a

マコモタケの作付面積 （令和5年度）27a （令和8年度）55a

にんにくの作付面積 （令和5年度）196a （令和8年度）250a

合計 （令和5年度）576a （令和8年度）705a

大豆の作付面積 （令和5年度）161a （令和8年度）200a

大豆の単収 （令和5年度）84kg/10a （令和8年度）100kg/10a

飼料用米の作付面積 （令和5年度）912a （令和8年度）1,000a

加工用米の作付面積 （令和5年度）421a （令和8年度）450a

米粉用米の作付面積 （令和5年度）0a （令和8年度）30a

合計 （令和5年度）1,085a （令和8年度）1,330a

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

2

きくいも、スイート
コーン、ブロッコ
リー、トマト、ナ
ス、アスパラガス

地域振興作物助成

3
エゴマ、マコモタ
ケ、にんにく

特産品化作物の取組助
成

4 大豆
大豆の生産性向上の取
組助成

5
飼料用米、加工用
米、米粉用米

新規需要米等の低コス
ト栽培の取組助成

整理
番号

対象作物 使途名 目標

1
瑞浪市農業再生協議
会が認める野菜、雑
穀、大豆（別紙１）

野菜等出荷取組助成



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：岐阜県

協議会名：瑞浪市農業再生協議会

1 野菜等出荷取組助成 1 18,000
瑞浪市農業再生協議会が認めた野菜、
雑穀、大豆（別紙１のとおり）

・別紙１の交付対象作物の出荷・販売

2 地域振興作物助成 1 20,000
きくいも、スイートコーン、ブロッコリー、ト
マト、なす、アスパラガス

・５ａ以上の作付又は堆肥の活用
・出荷・販売

3 特産品化作物の取組助成 1 19,000 エゴマ、マコモタケ、にんにく
・５ａ以上の作付
・出荷・販売

4 大豆の生産性向上の取組助成 1 15,000 大豆

・５０ａ以上の作付
・農協等との出荷契約又は需要者との販売契約の締結
・次のいずれかのメニューを１つ以上取り組むこと
　　①排水対策の実施（明渠）
　　②難防除雑草対策の実施
　　③乗用型管理機による防除作業の実施
　　④新品種の導入
　　⑤スマート農業技術の導入

5
新規需要米等の低コスト栽培の取組助

成
1 17,000 飼料用米、加工用米、米粉用米

・出荷契約・販売等
・低コスト化等に関するメニューを２つ以上取り組むこと
　　①農薬の田植え同時処理
　　②プール育苗
　　③共同育苗
　　④共同利用施設での乾燥調製
　　⑤共同（協定）防除の実施
　　⑥スマート農業技術の活用
　　⑦側条施肥栽培技術の導入
　　⑧直播栽培技術の導入
　　⑨対象作物ごとに1ha以上の作付

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してく
ださい。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）



野菜等出荷取組助成の対象作物について

作物 　　　　　　　野　　　　　　　菜 雑穀 大豆

200 きゅうり 268 その他湛水性野菜 801 エゴマ 108 大豆
201 トマト 269 グリンピース
202 なす 270 ブロッコリー
203 ピーマン 272 にんにく
204 かぼちゃ 273 自然薯
205 いちご 274 一寸空豆
206 すいか 275 ヤマトイモ
207 メロン 276 マコモタケ
208 キャベツ 280 とうがらし
209 カリフラワー 282 小松菜
210 はくさい 283 ちぢみほうれんそう
211 ほうれんそう 284 加工用キャベツ
212 ねぎ 285 モロヘイヤ
213 たまねぎ 286 加工用たまねぎ
214 レタス
215 だいこん
216 にんじん ＜飛騨美濃伝統野菜＞
217 さといも 256 半原かぼちゃ
218 れんこん
219 しょうが
220 えだまめ
221 青さやいんげん
222 スイートコーン   
223 じゃがいも       
224 さつまいも      
225 アスパラガス    
226 きのこ類        
227 その他野菜      
229 ふき            
230 かぶ            
231 みょうが        
232 しろかぶ        
233 ささげ          
234 なばな          
239 きくいも
249 まくわうり
267 くわい

具
体
的
内
容

別紙１


